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論文内容の要約 
 本論文は、「国民国家はもはや所与の前提ではない」と言われて久しくなった今、新たな
ナショナル・ヒストリーの可能性を問うための一つの試みである。 
舞台は、19 世紀半ばのトリエステに設定する。当時のこの町は東西にはオーストリアと
イタリア、南北には地中海とアルプス以北との中間に位置する「二重の境界性」に特徴づ
けられていた。その中で、スエズ運河の開通を見据えて港町としての新たな発展を模索す
る動きが現れる一方で、イタリア半島における民族運動（リソルジメント）の盛り上がり
に伴ってナショナリストの台頭も見られるようになった。この国際商業上の新展開とナシ
ョナリズムの覚醒という二つの大波にトリエステがどう向き合ったかを示すことで、ロー
カルな視座と連携しつつ、グローバルな視点にも目配せしたナショナル・ヒストリーを構
築したい。 
 第一部は「トリエステとイタリア民族運動」と題し、トリエステという多民族性に特徴
づけられた港町が、ヨーロッパ各地でナショナリズムが高まりつつあった 19世紀半ばに「民
族」とどう向き合ったかを考察する。 
 第１章では、1836 年に創刊された雑誌『ファヴィッラ』編集者の足跡を辿る。当初彼ら
は「トリエステはイタリア都市と名乗りうるか」を問いつつ、東隣のスラヴ民族の慣習を
紹介するなど、他民族への開放性も持ち合わせていた。だが、1848 年革命を境にトリエス
テを離れ、オーストリアではなくイタリアの中での港町トリエステのあり方を模索するよ
うになった。但しドイツ人やスラヴ人との対立を望んだわけではないところに、次の世代
のナショナリストとの違いも見られることを確認する。 
 第２章では、『ファヴィッラ』編者と異なりトリエステにとどまり続けた知識人カンドレ
ルの民族論を扱う。彼は民族を「宗教と同等に神聖」と説く一方で、経済的な観点からト
リエステのオーストリアとの不可分性を説き続けた。その両立のため「ネイション」を「出
自的民族」と「政治的国家」の二つに分けて解釈し、立憲制に移行したオーストリアで行
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政、教育などで民族の権利が尊重されることを理想像としたことを明らかにする。 
 第３章では、1850年から 61年まで存続し、「十年議会」と呼ばれた市議会でのギムナジ
ウムの教育言語をめぐる討論を辿る。そこではイタリア語による教育は確かに求められた
が、後の時代の様な民族意識のための排他的な要求はなく、むしろ多くの議員がこの町で
生活するためにイタリア語、ドイツ語両方を習得する必要を認めた上で、この町の特性に
最も合致するバランスの模索に終始していたことを示す。 
 第二部は「対抗リソルジメント」と題して、この町を支配していた商業、金融エリート
が交通機関の飛躍的な発展やスエズ運河によって新たな国際商業を展開しようとする一方
で、トリエステも含めたオーストリア各地で勃興しつつあったナショナリズムとどう向き
合ったかを考察する。 
 第４章では、スエズ運河開削事業に積極的に関与した豪商レヴォルテッラを取り上げる。
彼の課題は新時代に適応した港町としてのトリエステの発展であった。そこで彼が世界商
業への参画による商工業の発展にこそ「リソルジメント」という言葉を用い、その国家的
な枠組はオーストリアを前提としていたことを明らかにして、イタリア半島の民族運動と
は異なる、トリエステ固有の「経済的、商業的リソルジメント」の典型例として評価する。 
 第５章と第６章では、コスモポリタンな商人の民族運動への対処の仕方を象徴的に表す
人物として、トリエステの実業界から 1848年革命を境にオーストリアの政界に転身したカ
ール・ブルックに焦点を当てる。彼は「7000 万人の中欧」構想実現の一環として、中北部
イタリアとオーストリアとを関税連合によって結合させようとした。この大規模経済圏構
想は、1840 年代に『ロイド・ジャーナル』で展開された交通網構想を実現に近づけトリエ
ステの後背地を拡大する手段となっただけでなく、イタリア統合モデルとしての統一国民
国家設立への「対案」にもなった。 
終章では、以上の動きを同時代的に比較した上で、1848 年革命期から 1861 年（イタリ
ア統一）までの時期のトリエステの特徴として、①民族意識の覚醒は見られながらも未だ
多民族の共存策が模索されていたこと、②民族性の尊重と商業的な利益の両方を保障する
手段として、民族思想家の側も、その敵対者と目されたブルックの側も、共にオーストリ
アの連邦化を理想としたこと、の二点を指摘したい。 
